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章1 計画の位置づけ

目標年次

　 北区基本計画は， 京都市基本計画と 同列に

位置づけら れ， 相互に補完し 合う 関係にあり

ます。 京都市基本計画は， 広域的， 全市的な

視点から 京都市の未来像と 主要施策を 明示す

る都市経営の基本と なる計画です。

　 本計画は， 京都市基本計画を踏まえながら ，

更に， 北区の独自性， 地域の視点を 加え て，

北区のまち づく り を 進めるためのも ので， 北

区の将来の姿や目指すべき 方向性を 共有する

ためのも のです。

　 また， 学区民が自ら の学区の課題や方向性

を 共有し ， 今後のまちづく り を 進めていく た

めの指針と なる「 学区まちづく り ビジョ ン」の

策定も 進んでおり ， 区民の皆様が主体と なっ

た動き が北区基本計画の推進につながっ てい

ます。

　 北区基本計画は， 令和7（ 2025）年を目標と し た計画です。

京都市基本構想
（ グランド ビジョ ン）

京都市
基本計画

北区
基本計画

学区まちづく り
ビジョ ン

広域的， 全市的な

視点から京都市の

未来像と 主要施策

を明示する計画

21世紀の京都のまちづ

く り のある べき 姿を 示

す将来像， 未来像

北区の将来の姿や目指

すべき方向性を区民の

皆様と 共有するための

計画

学区民が自ら の学区の

課題や方向性を共有し ，

今後のまちづく り を 進め

ていく ための指針

相互補完

2

1
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講演内容

策定経過

● 京都産業大学現代社会学部長　 藤野敦子氏

“家族っ て何だろう ～家族観から 私たちの「 社会」や「 社会問題」を考える”

● 佛教大学保健医療技術学部教授　 松岡千代氏

“災害に強いまちづく り ： 共助と 自助のソ フ ト パワーと 要配慮者の避難支援について”

● 大谷大学社会学部長・ 北区民まちづく り 会議座長　 志藤修史氏

“私たちのく ら し と まちづく り ～人に優し いまちを目指し て～ ”

● 立命館大学文学部准教授　 河角直美氏　

“地図を使っ て北区のまちの歴史を知る， 伝える”

（ ※1）北区民まちづく り 提案支援事業と は

　 　 …区民の皆様の自主的・ 自発的なまちづく り 活動を支援す

るため， その費用の一部を補助する事業

（ ※2）北区つながるワーク ショ ッ プと は

　 　 …参加者の皆様が楽し く 交流し ながら ， より よいまちにつ

いて考え， 行動する ための一歩を 踏み出すための対話

型ワーク ショ ッ プ

「 北区基本計画（ 令和３ 年度～）」の策定に当たっ ては，

多く の北区に関わる方々にご参画いただき まし た。 平

成25年11月には， 専門的な見地及び区民の立場から 幅

広く 意見を 求めるこ と を 目的と し て， 25名の皆様から

なる「 京都市北区民まちづく り 会議」（ 以下「 まちづく り

会議」と いう 。）を設置し ， 議論を重ねてきまし た。

　 平成30年度には， 当時の座長及び副座長に就任いた

だいていた学識者の皆様から ， 様々なテーマで講演し

ていただく と と も に， 4回にわたる学習会を開催し ， ま

ちづく り 会議委員による意見交換を行いまし た。

　 令和元年度には， まちづく り 会議の下に①人口減少

部会， ②防災部会， ③高齢化部会， ④文化・ 観光部会

の4つの部会を 設け， ワーク ショ ッ プ 形式によ る 議論

を 行いまし た。 部会には， まちづく り 会議委員はも と

より ， 北区に関わる様々な主体が参画する北区未来に

つながる区民会議委員の皆様や各学区で積極的に活動

さ れている区民の皆様，北区内の4つの大学（ 大谷大学，

京都産業大学， 佛教大学， 立命館大学）の学生の皆様

のほか，「 北区民まちづく り 提案支援事業（ ※1）」や「 北

区つながるワーク ショ ッ プ（ ※2）」の参加経験者等， 延

べ350名の方にご参加いただき ， 約1,000件にも 上るご

意見や取組アイ デアが寄せら れまし た。

3
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　 こ のよう に議論を重ねた結果，北区では，「 自分ごと 」

「 みんなごと 」のまちづく り の一層の推進を 念頭に， 区

民一人ひと り の日常生活において， “つながり ”が大切

であると いう こ と が実感でき るよう 取り 組んでいく べ

き だと いう 大きな方向性が確認さ れまし た。

　 計画全体の推進には， “つながり ”を つく ると いう 方

向性を盛り 込み， 素案をまと めまし た。

　 令和2年度のまち づく り 会議では， より 実効性の高

い計画策定を 目指し ， 計画の中で記載し ている「 10の

ラ イ フ ステージ等ごと の取組アイ デア」について， ワー

ク ショ ッ プ 形式で議論を 深めまし た。 各分野の専門家

である委員の皆様から は，「 各分野の既存の取組をし っ

かり と 把握する必要がある」，「 計画を 進めていく ため

には， 我々も 主体的に， 住民参加で進めていく こ と が

大変重要なポイ ント だ」と いっ たご 意見を いただき ま

し た。

部会名 日 程 出席者数 参加者の例

単
独
部
会

人口減少部会

（ 部会長： 藤野京都産業大学現代社会学部長）
6/25 41名

シェ アハウス運営団体，

中小企業家同友会

防災部会

（ 部会長： 松岡佛教大学保健医療技術学部教授）
6/26 49名

地域包括支援センタ ー，

京都ラ イ ト ハウス

高齢化部会

（ 部会長： 志藤大谷大学社会学部長）
8/28 69名 民生委員， 老人福祉員

文化・ 観光部会

（ 部会長： 河角立命館大学文学部准教授）
9/2 55名

能楽師， 伝統工芸， 茶道，

神社仏閣の関係者

合同部会　 ※4部会の合同開催
12/17 79名 単独部会に

出席いただいた方々12/22 54名
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北区が目指すまちの将来像

豊かな自然の恵みと 伝統ある文化の中で， 人々が

お互いに支え合い， 活力を持っ ていき いき と 暮ら すまち

1

私たちを取り 巻く 環境

まちの将来像を実現するための13の目標

2

3

　 前計画では， 北区民円卓会議， 北区基本

計画策定懇談会， 北区基本計画策定100人

委員会での討論， さ ら にはアンケート 調査

等， 幅広い議論を 積み重ね， 将来像と し て

「 豊かな自然の恵みと 伝統ある文化の中で，

人々がお互いに支え合い， 活力を 持っ てい

き いき と 暮ら すまち 」 を 定めまし た。 今回

の計画においても ， こ の区民を 挙げた議論

から 生まれた将来像を 引き 継ぎ， その実現

に向けて新たな取組を推進し ます。

　「 ま ち の将来像」 は， 変わる こ と のな い

理想像と し て， 前計画から 本計画へそのま

ま引き 継ぎまし たが， 私たちを 取り 巻く 社

会経済情勢は， 前計画の策定時から 大き く

変化し ています。

　 特に， 3つの大き な変化があり ます。

（ 1）人口減少の本格化

　 人口減少， 少子高齢化の傾向は， 大き な

う ねり と なっ ており ， 国の長期推計でも ，

こ の傾向は今後も 続く 見通し です。

（ 2）地球温暖化の加速

　 地球温暖化が一因と さ れる，毎年の豪雨，

巨大台風， 猛暑， 豪雪など極端な気象によ

り ，我々の生活は脅威にさ ら さ れています。

（ 3）厳し い財政状況

　 こ れまで，京都市では，福祉・ 医療・ 教育・

子育て支援など， 国や他都市を 上回る水準

の独自施策を 実施すると 同時に， 都市の魅

力向上， 経済の活性化， 豊かな市民生活の

実現に取り 組んでき まし た。 その結果， 令

和元年度には， 市税収入が過去最高と なる

など， 成果は着実に現れたと こ ろ です。 し

かし ながら ， 今般の新型コ ロ ナウイ ルス感

染症の拡大により ， こ う し た成長シナリ オ

に急ブレ ーキがかかり ， こ のままでは財政

再生団体と なり ， 国や他都市を 上回る水準

の施策は一切でき なく なる 可能性も ある，

危機的な財政状況に陥っ ています。

　 上記のよ う な 厳し い社会経済情勢の中

で， まち の将来像を 実現し ていく ために，

具体的な13の目標及び取組を 設定し ます。

　 豊かな自然環境を 更に大切に育むと と も

に， 脱炭素社会を 目指す取組を 区民ぐ る み

で進め， 大切な地球を ， 住みよ い北区を ，

確実に次世代に伝えていき ます。

　 老いも 若き も 手を 携え， 性別， 障害の有

無， 国籍などに関係なく ， お互いを 尊重し

ながら ， 子育てし てよし ， 働いてよし ， 文

化に親し み， 心豊かに， 健康で長生き でき

る まちを つく り ます。

　 地域における支え合いは， 平時はも ち ろ

ん， 災害時においても ， 安心安全に暮ら せ

るまち， 賑わいがあり ， 魅力溢れるまちづ

く り の原動力と なるも のです。

　 厳し い財政状況の中だから こ そ， 区民，

各種機関， 企業， 大学， 行政等多様な 主

体が一体と なっ て， 13の目標に取り 組み，

まちの魅力を 高め， 人が集まり ， 経済が活

性化し ， それが更にまちの魅力の向上につ

ながり ます。 そう し た， まちづく り の好循

環を実現し ていき ます。

　 SDGsやレジリ エンスの考え方を 踏まえ，

厳し い状況に負けず， し なやかに， し たた

かに， 誰一人取り 残さ ない「 地域力」を 発揮

し ， 持続可能な「 ま ち の将来像」 と し て 実

現し ていき ます。

ど
ん
な
北
区
を
目
指
す
？

章2
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環境と 共生し た持続可能なまち

北区が掲げる1 3 の目標と S D G s マーク

私たち一人ひと り が， 地球全体の環境問題を 意識し た

循環型社会の実現に向けて取り 組んでいき ます

　 持続可能な ま ち の実現に向け

て， 京都市では「 2050年に二酸化

炭素（ CO 2）排出量正味ゼロ 」と な

る脱炭素社会の実現を目指し てい

ます。

　 こ の目標の達成に向けて， 温室

効果ガス削減の取組に加え， 食品

ロスの削減， プラ スチッ ク の資源

循環など の2R（ リ デュ ース（ 発生

抑制）・ リ ユース（ 再使用））の推進

や分別・ リ サイ ク ルの徹底， 新た

にリ ニュ ーアブ ル（ 再生可能資源

の活用）に取り 組むなど， ご みを

出さ ない暮ら し や事業活動への転

換を図っ ていきます。

主な取組

ニコ ニコ 北っ 子「 子ども 服リ ユース☆事業」

不要になっ た子ども 服や絵本を 収集し ， 必要と する 家庭に無償で譲渡する 取

組を 実施。

1.

　 SDGsと は「 持続可能な 開発目標（ Sustainab le

Developm en t Goals）」のこ と で， 誰一人取り 残さ

ないこ と を目指し ， 2030年までに達成すべき17の

国際社会共通の目標を示し ています。

　 北区が掲げる13の目標でも ， それぞれがSDGsの

どの目標につながっているのかを明示し ています。

　 更に， 迫り く る 人口減少社会に危機感を 抱き，

取組を進めていく ため， 北区独自にSDGs18番目の

目標と し て「 人口減少社会に立ち向かう 」を 打ち出

し ， あら ゆる取組において人口減少社会における

課題に向き合います。

人口減少社会に
立ち向かう

人口減少社会に
立ち向かう

北区独自の

1 8 番目の目標
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豊かな自然環境と 共存するまち

すべての人権が尊重さ れるまち

豊かな自然環境を 北区固有の地域資源と し て，

みんなが誇り と 親し みを 持っ て大切に保護し ， 次世代に継承し ていき ます

性別， 性的指向や性自認， 年齢， 障害の有無， 生まれや生い立ち， 国籍，

民族などに関係なく ， 全ての人がお互いを 認め合い， より 豊かな人間関係

が形成さ れるこ と を 目指し て， 啓発活動等に取り 組んでいき ます

　 北区には，自然豊かな山林があり ，

北山の山並みや北山杉の美林景観

が見られるほか， まちなかでも京都

を 代表する川である賀茂川や天然

記念物に指定さ れている深泥池生

物群集の水辺環境， 森林浴が楽し

める船岡山など， 身近に触れられる

自然がたく さ んあります。 こ れら の

豊かな自然に恵まれた環境と の調和

に配慮し つつ， 生物多様性の保全・

回復にも取り 組み， 安心し て住み続

けられる環境づく り を進めていきま

す。

　 少子化， 国際化， 情報化等社会

が様々に変様する中， 考え方や生

き 方が多様化し ていま す。 ま た，

新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症に よ

り ， 人と の関わり 方への大き な変

化も 生じ ています。 どのよう な状

況下でも ， 人と 人と が緩やかにつ

ながり ， 差別や偏見のない， 人権

が尊重さ れる明るい社会を 築いて

いき ます。

主な取組

主な取組

北山三学区ホームページ（ 移住促進の取組）

移住希望者向けに， 北部山間地で暮ら す魅力を 発信する と と も に， 移住支援

情報や， 移住後の困り ごと 等に対応するための情報を 発信。

人権のつどい

北区「 人権のつど い」 では， いじ め， LGBT，

多文化共生社会， 子ども 虐待， 障害など様々

なテーマを通じ た講演等を 実施。

人権月間の取組

人権が尊重さ れる 明る

い社会を 築いていく た

め， 学校や地域， 職場

な ど に お け る 人 権教

育・ 啓発の取組を 推進。

2.

3.

人口減少社会に
立ち向かう

人口減少社会に
立ち向かう
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区民主体で取り 組む地域活動があるまち
個人のラ イ フ スタ イ ル， 価値観の多様化や地域社会の変化に対応し ，

“つながり ” による多様な取組を 進めていき ます

　 単身世帯の増加やラ イ フ スタ イ

ルの変化など， 様々な要因により

自治会・ 町内会加入率の減少が続

いており ， 地域活動の担い手不足

など の課題にも 直面し ていま す。

区民一人ひと り が地域コ ミ ュ ニ

ティ に関わり を 持つためのき っ か

けづく り や，PTAや若い世代の方々

が企画するイ ベント 等を サポート

する取組を進めていきます。

主な取組

学区まち づく り ビ ジョ ン

学区民が自ら の学区の課題や方

向性を 共有し ， まちづく り を 進

めていく 指針と なる「 学区ま ち

づく り ビ ジョ ン 」を 策定。

紫竹SPAT（ スパッ ト ）

紫竹学区の自治会活動の活性化を 目指す

30 ～ 40代の若手有志によ る 会。 地域住

民が楽し みながら 自治会活動に関わる こ

と ができ る 各種行事の企画を 実施。

4.

健康で安心し て暮ら すこ と ができ るまち
高齢者が住み慣れた地域で安心し て暮ら すこ と が

でき るよう 取組を 進めていき ます

　 北区は高齢化率が京都市で3番

目に高い区と なっ ています。 あら

ゆる世代に健康への関心を高めて

も ら い，「 健康寿命」の延伸を 図る

ため， 全世代を 対象と し た健康づ

く り に取り 組んでいきます。 また，

高齢者が住み慣れた地域で心身共

に健康で， 生き がいを 持ち， 安心

し て暮ら すこ と ができ る環境整備

なども 進めていきます。

主な取組

健康長寿のまち・ 北区

区民がいき いきと 健康で過ご せるまち

づく り を目指し ， 北区オリ ジ

ナル健康体操「 H appy☆キタ

エちゃん体操」や「 インタ ーバ

ル速歩」の普及啓発等， 区民

ぐるみの健康づく り を推進。

北区高齢すこ やかステーショ ン

高齢者に関わる 多様な機関（ 介護事業

所， 病院， 銀行， コ ン ビ ニなど）が「 北

区高齢すこ やかステーショ ン 」 と し て

登録（ 341箇所（ 令和2年11月末時点））

し ， 高齢者の見守り や情報の提供， 関

係機関へのつなぎなどを実施。

5.

人口減少社会に
立ち向かう

人口減少社会に
立ち向かう

「 健康長寿のまち・ 北区」応援マスコット

キャラクタ ー キタ エちゃん ➡
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人口減少社会に
立ち向かう

人口減少社会に
立ち向かう

人口減少社会に
立ち向かう

安心安全なまち

障害がある人と の交流があるまち

大学の力がいかさ れるまち

誰も が安心安全に， 笑顔で楽し く 暮ら し ， 観光でき る，

優し さ 溢れるおも てなし のまちづく り に取り 組んでいき ます

障害がある人も ない人も ， 誰も が地域で安心し て

自分ら し く 暮ら し 続けていく ための支援を 充実し ていき ます

大学が持つ知恵や学生の力を より 一層まちづく り に活用すると と も に，

地域住民の一員である大学生と 地域の絆を より 深めていき ます

　 市民生活の一層の安

心安全の実現及び令和

5年の大阪・ 関西万博等

の開催を 見据えた， 観

光旅行者等に対する安

心安全の向上を目指し

ます。

　 北 区 に は， 京 都 ラ

イ ト ハウスや京都府立

盲学校が立地し ていま

す。 障害のある 人が，

地域で自立し た生活を

営み， 様々な分野の活

動に参加で き る よ う ，

関係機関が連携し て取

組を進めていきます。

　 北区には4つの大学

（ 大谷大学， 京都産業大

学， 佛教大学， 立命館

大学）があり， 留学生も

含めて約4万人の大学生

が在籍し ています。 北

区のまち づく り の課題

解決に向けた区民，団体，

大学等による協働の取

組を進めていきます。

主な取組

主な取組

主な取組

北区安心安全の日

毎月15日を「 北区安心安全の日」と定め，犯罪や交通事故，火事などのない安

心安全なまち北区を実現するため，地域，大学及び関係機関がオール北区で

安心安全への意識を高める取組を実施。

北区における 大学地域包括連携協定

北区内の4大学と 北区役所，北消防署，北警察署が地域コミ ュニティ の活性化，安全安心の推進，

地域・ 社会貢献できる人材の育成， 健康長寿， はぐく み文化の創造など様々な分野で協定を締結

し ， 大学， 地域， 行政の連携を強化。

フ ナオカ スタ ン ダード

「 北区に住む障害のある人もない人も誰もが共に楽しむ関係

が日常のスタンダード に」との思いで開催さ れているお祭。

自主製作品の販売，ステージ発表等を通じて交流を促進。

高齢者の特殊詐欺被害防止

手口が多様化する特殊詐欺から 高齢者を守るため， 北区民生児童委員会

と 北警察署， 北区役所が連携協定を締結し ， 更に老人福祉員と も 連携し

ながら 特殊詐欺被害防止に向けた取組を強化。 防犯機能付き電話機の普

及促進や「 固定電話機用啓発ポッ プ」の配布による注意喚起を実施。

大学生によるラジオミ ックス京都を使った情報発信

北区内4学区の学生がそれぞれに番組を制作。 大学ごと の個性

を出し つつ， 学生なら ではの目線で北区で仕事や地域活動に取

り 組む方に地域の魅力や取組への想い等を取材し ， 地域に密着

し た情報をコミ ュニティ FM 放送局ラジオミ ッ ク ス京都で発信。

北区障害者支援連絡会によ る 区役所月一販売会

北区内にある障害者福祉サービス事業所等が交流を深め，

北区内の障害者福祉の前進を目的に， 北区役所内で各事

業所のつく った物品や野菜等の販売会を実施。

6.

7.

8.
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地域ぐ るみで支え合う 子育て環境のあるまち
多く の地域住民等が子育て支援に参画し ， 子ども の成長や子育てを

地域全体で温かく 見守り ， 支え合えるよ う 取組を 進めていき ます

　 社会全体で 出生数が減少する

中， 北区でも 子ども の数は減少し

ています。

　 一方で， 子育て家庭を 支援する

ため， 身近な場所で子育てサロン

や交流が行われています。 子育て

家庭の孤立防止や育児困難感の軽

減のために， 妊娠中や産後早期か

ら 子育て支援の場につながり ， 安

心し て出産・ 育児ができ る 環境を

整えていきます。

主な取組

ニコ ニコ 北っ 子

「 つながる フ ェ スタ 」

様々な触れ合い遊びを 行いな がら ，

乳幼児・ 保護者と 地域で児童や子育

てに関わる 支援を 行う 主任児童委員

等と が出会い，交流する取組を 実施。

新生児等訪問指導事業

（ こ んにちは赤ち ゃ ん事業）

保健師や助産師， 保育士が生後4箇

月ま で の乳児のいる 家庭を 訪問し ，

赤ち ゃ んの体重測定や健康状態の確

認， お母さ んの産後の体調や生活，

育児等について相談を 実施。

災害に強く 安心し て住み続けら れるまち
区民一人ひと り の防災意識と 災害対応力を向上さ せ， 要配慮者等の避難時に地域の

支え合いが十分に発揮さ れるよう ， 地域防災力の更なる強化に取り 組んでいきます

　 甚大な被害を も たら す異常気象

が常態化し ， 北区内でも 多く の被

害が発生し ています。 高齢化社会

が進展する中， 大規模な自然災害

に備える重要性がますます高まる

と と と も にウィ ズコ ロナ社会にお

ける感染防止対策を 講じ た避難所

運営など， 今までにない対策が必

要です。

　 災害による被害軽減のため， コ

ロナ禍での感染対策や高齢者， 妊

産婦， 障害のある方等の要配慮者

への支援の視点を 取り 入れた 訓

練， 啓発を 行い， いざと いう 時に

手を 取り 合っ て避難でき る よ う ，

地域におけるつながり づく り に取

り 組みます。

主な取組

北区総合防災訓練

住民，地域団体，行政が連携し て，

コロナ禍での避難所運営・ ペット

避難・ 救出救護訓練等， 大規模災

害に備えた訓練を 実施。 参加者

が自助， 共助， 公助の役割を認識

することにより ， 防災意識の向上，

地域防災力の強化を推進。

柏野学区防災まちづく り 計画

柏野学区防災まちづく り 委員会を

中心に，まちあるきやワークショ ッ

プ， 学区民アンケート などにより

得ら れた意見を 基に， 平成30年

3月に， 地域の防災上の課題や対

策のあり 方をまと めた「 柏野学区

防災まちづく り 計画」を策定。 地

域が一体となって， 密集市街地に

おける防災の取組を推進。

人口減少社会に
立ち向かう

人口減少社会に
立ち向かう

9.

10.
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地域に根差し た生涯学習・ 文化活動のあるまち

北区の特色ある産業をいかし た活力あるまち

賑わいある拠点があるまち

まちの魅力やまち への愛着を 育むかけがえのない地域資源を 次世代へ

継承すると と も に， まちづく り の様々な場面でいかし ます

北区の自然環境や歴史文化等の地域の特性に育まれた， 農林業や伝統産業， 区民の生活

を支え賑わいを創出する商業等， それぞれの特徴をいかした取組を進めていきます

便利で快適な生活基盤の整っ たまちの創造に向けて，

ハード ・ ソ フ ト の両面から ， 必要な施策・ 事業を 進めていき ます

　 世界遺産である賀茂別雷神社

（ 上賀茂神社）や鹿苑寺（ 金閣寺）

などの神社仏閣を はじ め， 豊臣

秀吉によ っ て築かれた御土居，

伝統的なまちなみなどの豊富な

文化財や， 五山の送り 火， 葵祭，

やすら い祭などの伝統行事， 地

蔵盆や松上げ， どんどなど地域

に根付く 数多く の文化を 次世代

に継承すると と も に， まちづく

り の様々な場面でいかし ます。

　 インタ ーネット 通販の普及や生活様式

の変化等により ， 伝統産業， 農林業， 商

店街等を取り 巻く 環境が大きく 変化し て

います。

　 北区固有の伝統産業や文化等をいか

し ながら多く の方々が「 ホンマもん」を体

験できる場や農作物の恵み， 木材の心地

良さ に触れら れる， 食育・ 木育を身近な

場所で体験できる場を提供するとともに，

商店街の活性化に取り組んでいきます。

　 北区内外の快適な移動を 支える， 安全

で利便性の高い交通環境， 子どもから高齢

の方まで様々な人の集い・ 憩いの場と なる

公園づく り など， 区民生活や都市活動を支

える都市基盤の整備・ 充実を図り ます。 ま

た， 楽只市営住宅において， 団地再生事業

の実施に伴い生み出さ れる用地を 有効活

用し て， 京都市北西部地域の活性化に資

するため， 民間活力もいかし ながら， 魅力

と 活力溢れる賑わいを創出し ていきます。

主な取組

主な取組

主な取組

北区W Aのこころ創生事業

家族や地域の絆， 先祖を敬い子孫・ 未来に思いを致す

心， 自然への深い感謝の念など，「 日本のこころ」を次

世代に継承し ていく ために，北区に縁のある“ホンモノ ”

の伝統文化の魅力発信等を実施。

船岡山を活かし た

魅力創出事業

金閣寺や上賀茂神社など

に集中し ている 観光客の

分散化を 念頭に， 船岡山

及びその周辺エリ アの魅

力を 引き 出し ， 全国に発

信する取組を実施。

農産物品評会での食育授業 商店街の夏まつり 北山丸太セリ 市の風景

「 どんど」大宮文化振興会

地域の伝統行事として小正月に行われてきた火祭り。 田畑の

減少によりほとんど見られなく なった「 どんど」を地域の子ども

たちに継承するために，大宮小学校のグラウンド を使って実施。

11.

12.

13.

人口減少社会に
立ち向かう

人口減少社会に
立ち向かう

人口減少社会に
立ち向かう
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　 北区は， 各学区における意欲的な地域交流

行事， 医療・ 介護機関， 銀行等が連携し た高

齢者の見守り 活動， 若手の方々による 地域活

性化を目指し た取組， 地域住民による子ども

食堂や子育てサロンの開設等， 様々な領域で

活発な地域活動が行われるなど， 地域コ ミ ュ

ニティ が持つ“つながり ”が強いこ と に特色が

あり ます。

　 前章に掲げる「 まち の将来像を 実現する た

めの13の目標」に向けて， “つながり ”を 大切

にし な がら ， 区民， 各種機関， 企業， 大学，

行政等多様な主体が一体と なっ た取組が進ん

でいます。

　 一方， 全国的には， ラ イ フ スタ イ ルや価値

観の多様化などにより ， 地域活動と の関わり

が少ない方々も 一定数見ら れます。“つながり ”

が強いこ の北区においても ， 例外ではあり ま

せん。

　 こ う し た中においても ， 北区がこ れから も

暮ら し やすく ， 魅力的なまちであり 続けるた

めには， より 多く の区民の皆様が自分ごと と

し てまちと の関わり を 持つ， “つながり ”の力

によるまちづく り が重要な役割を果たし ます。

　 そこ で， 本計画では， より 多く の区民の皆

様がまちと の“つながり ”を 身近に感じ ， まち

づく り に参加し ても ら えるよう ， あら ゆる区

民の皆様を 包含する10のラ イ フ ステージや属

性（ 以下「 ラ イ フ ステージ等」と いいます。）ご

と に「 13の目標」 の実現に向けた取組を 再整

理。 こ れまでに皆様から いただいた，1,000件

にも 上る取組アイ デアを10のラ イ フ ステージ

等ごと に集約し ， 具体的なアク ショ ンと し て

示し ています。 こ の計画を 見たあら ゆる 世代

の方々に興味・ 関心を持っ ていただき，自発的，

自然発生的に基本計画の推進が促進さ れるよ

う 取り 組んでいきます。

※3章で扱う「 まち 」と は， 北区を 範囲と し た， そこ

に住む様々な人， 社会福祉協議会や北青少年活動

セン タ ーなどの機関， 大学， 企業， 行政も 含めた

多様な主体の相互の関係により 生み出さ れる， ま

ちを育む「 緩やかな連帯の場（ ネッ ト ワーク ）」を指

すも のであり ， イ ンフ ラ などの都市基盤を 指すも

のではあり ません。

10のラ イ フ ステージや属性

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

属

性

子ども 世代

若者世代

働き 世代

高齢世代1

高齢世代2

大学生

子育てする人

北部山間地に暮ら す人

障害のある人

外国から 来た人

1. 6.

2. 7.

3. 8.

4. 9.

5. 10.

章3 あら ゆる世代と 共に基本計画を推進するために　1

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
取
組



子
ど
も
世
代

若
者
世
代

働
き
世
代

高
齢
世
代
１

高
齢
世
代
２

大
学
生

子
育
て
す
る
人

障
害
の
あ
る
人

外
国
か
ら
来
た
人

北
部
山
間
地
に
暮
ら
す
人

2

10のラ イ フ ステージ等

ごと の取組アイ デア
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学校や年齢を 問わない

知り 合いが増えるかも

家族や暮ら し の変化， 学業や習い事な

どの忙し さ から ， 異なる世代の人と 関

わる機会が減っ ているが， 成長し てい

く 中で 未来に多く の可能性を 秘めて

いる世代

子ども 時代の思い出を地元でたく さ んつく っ てほし い。

北区の様々な人と 出会い， 色んな価値観に触れてほし い。

まちはそんな風に考えています。

まち に子ども の姿が

多く 見ら れる よ う になり ，

活気が生まれる かも

子ども
世代

“ つながり ”が生まれると

まちでの楽し い

思い出が増えるかも

子ども 世代と まちの

こ れから の“ つながり ”

も し も の時（ 災害時など）

にも 地域の支えがあっ て

不安なく 過ごせるかも

北区を 好き になり ，

大人になっ てから も

まち に愛着を 持っ てく れる

子ども が増える かも
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若
者
世
代

働
き
世
代

高
齢
世
代
１

高
齢
世
代
２

大
学
生

子
育
て
す
る
人

障
害
の
あ
る
人

外
国
か
ら
来
た
人

北
部
山
間
地
に
暮
ら
す
人

北区内の子ども 食堂 『 新春上賀茂神社　 子ども 書初め』

上賀茂神社新春書道奉納実行委員会
　 北 区 に は，

商店街， 飲食

店， 教会， 大

学， 社会福祉

施設， 地域の

各種団体等様々な主体が開催する子ど

も 食堂があり ます。 どのよう な環境に

置かれた子ども でも 優し く 迎えてく れ

る子ども の居場所が育まれています。

　 子ど も たち に伝統

文化である 書道を よ

り 身近に感じ ても ら

う こ と を 目的に， 上

賀茂神社に お い て，

書初めが行われてい

ます。また，字の上達を 願っ て「 書道上達願い納め」

も 実施さ れます。

まちで既に取り 組んでいるこ と

様々な価値観と 出会えるよう に，

北区の多様な人や場所， 歴史， 文化等に

触れ合う 機会を つく り ます。

まちはこ んなこと に取り 組みます

子ども たちが多世代と 共に安心し て

過ごすこ と のでき る居場所をつく り ます

公園などを活用し ながら ， 地域と 子ども が

関わるこ と ができ る機会をつく り ます

子ども たちが北区の様々な人，

仕事や暮ら し に触れる機会をつく り ます

act ion

02

act ion

01

act ion

03

● 公園， 寺社等を 遊びの場所と し て活用する など， 地域の資源を いかし ， 子ども が集まる き っ か

けを つく り ます。

● 地蔵盆や夏祭り などで， 子ども が企画し たこ と を まちで実現でき る環境を つく り ます。

● 文化的・ 歴史的な背景が違う こ と による 価値観や特性， 環境の違いに触れる機会を つく り ます。

● 地域企業や農林業など， 北区にある身近な職業を 体験でき る機会を つく り ます。

● 児童館や地域で行われている 子育てサロ ン， 子ども 食堂など， 子ども が安心し て集える 居場所

を 増やし ます。

子
ど
も
世
代
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様々な人と の

つながり の中で，

アイ デアが生まれたり ，

それを 実現する 機会が

増える かも

就職な ど で 地域と の関わり が薄れる

こ と も 多いが， 社会での新たな出会い

や経験を積み重ね， 自分の可能性を模

索し ている世代

新たな出会いや経験から 生まれるアイ デアを

多く の人と 共感し てほし い。

新し い情報やツール等をいかし て， まちを楽し んでほし い。

まちはそんな風に考えています。

新し いアイ デアを 通じ て，

まち が元気になる かも

若い世代の流行を 通じ て，

新し いまち の

魅力発信ができ る かも

“ つながり ”が生まれると

自分の得意なこ と が

人の役に立つ経験が

でき るかも

若者世代と まちの

こ れから の“ つながり ”

も し も の時（ 災害時など）

にも 地域の支えがあっ て

不安なく 過ごせるかも

若者
世代



16

若
者
世
代

子
ど
も
世
代

働
き
世
代

高
齢
世
代
１

高
齢
世
代
２

大
学
生

子
育
て
す
る
人

障
害
の
あ
る
人

外
国
か
ら
来
た
人

北
部
山
間
地
に
暮
ら
す
人

情報や流行に敏感な若者が出会い，

そこ で生まれるアイ デアが実現でき るよう ，

同世代が集える機会をつく り ます。

また， 北区でのラ イ フ スタ イ ルを

知る機会をつく り ます。

まちはこ んなこと に取り 組みます

若者が安心し て過ごすこ と のでき る

居場所をつく り ます

若者のアイ デアを地域で共有し

実践する機会をつく り ます

北区に住み， 働く 人の暮ら し 方や

仕事を紹介する機会をつく り ます

act ion

02

act ion

01

act ion

03

● 若者に向けて情報を SN Sや各種メ ディ アを 活用し て発信し ます。

● 学区や神社のお祭などで， 若者のアイ デアや企画を 実現でき る環境を つく り ます。

● 地域への愛着の基礎と なる， 同級生同士のつながり の継続や， 趣味や興味を 通じ た新たなつな

がり づく り などを 支援し ます。

●「 地域でこ んなこ と し たい！」を 起点に， アイ デアを 集め， 実践につなげる し く みを つく り ます。

● 地域企業や農林業など， 北区にある身近な職業を 知る機会を つく り ます。

● 北区内の多様な事業所や北区内でいき いき と 働いている人のラ イ フ スタ イ ルを 紹介し ， 就職先

候補を 増やし ます。

● 地域の行事等を 身近に感じ ， 安心し て参加し ても ら う ため， 同年代の参加者の声を 紹介し ます。

『 パト ラン（ パト ロール・ ランニング）』　
チーム KU SABI

『 ユースワーカ ーによる相談窓口』
北青少年活動センタ ー

　 若者が将来に向けて

自分自身の力で歩み出

せるように，ユースワー

カー（ センターのスタッ

フ ）が日ご ろ から 関係

をつく り， 話し やすい存在とし て様々な相談に

耳を傾け， サポート されています。

　 赤色のTシャ ツ が目を

引く ， 若者を中心に構成

さ れるランニンググルー

プ。 全国で走り ながら 地域の見守り に取り 組ま

れています。令和元年夏には，北区内初のグルー

プが大将軍学区で発足。 楽し みながら ， 緩やか

にまちづく りに貢献できる好事例です。

まちで既に取り 組んでいるこ と
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まち での活動を 通じ て，

仕事等のスト レ スから

解放さ れ， ワク ワク

過ごせる時間が

でき るかも

社会での経験を 積み重ね， 様々なスキ

ルや趣味，特技などを身に付けているが，

人生の様々な転機や責任， 忙し さ など

からスト レスを抱えること も多い世代

地域や人と のつながり を通じ て，

新たな楽し さ や役割を見出し てほし い。

将来に向けて， 豊かな生き 方のヒ ント を見つけてほし い。

まちはそんな風に考えています。

将来的に， まち に関わっ て

く れる まち づく り の仲間

（ 担い手）が増える かも

“ つながり ”が生まれると

自分の得意なこ と が

人に役立つ経験が

でき るかも

働き 世代と まちの

こ れから の“ つながり ”

も し も の時（ 災害時など）

にも 地域の支えがあっ て

不安なく 過ごせるかも

様々なスキルや趣味を

持つ人と つながるこ と で，

まち の活動の幅が広がり ，

まちの魅力が高まるかも

働き
世代
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充実し た生活を送れるよう に，

楽し みながら 関わるこ と ができ る，

仕事や家庭以外のコ ミ ュ ニティ を提案し ます。

まちはこ んなこと に取り 組みます

楽しく 健康であり 続けるために，

まちでの学びや交流を育む機会を増やします

こ れまでに培われてき た多様な経験やスキルを

まちづく り や社会貢献につなげる仕組みをつく り ます

北区に住み， 働く 人の暮ら し 方や

仕事を知る機会を増やし ます

act ion

02

act ion

01

act ion

03

● 地域の会議や活動などの時間短縮や役割の分散化など地域活動への負担を 軽減し ， 多く の人が

参加し やすい環境を つく り ます。

● SN Sや各種メ ディ アを 活用し ， 地域の文化やまち づく り などに関する情報を 分かり やすく 発信

し ます。

● 趣味や特技を いかし ながら 地域課題解決を 図るよ う な， 気軽に楽し く 参加でき る まち づく り 活

動を 推進し ます。

● 働き 世代のアイ デアを 活用し ，地域企業等が事業を 通じ て地域と 共に発展し ，地域コ ミ ュ ニティ

の中でビジネスアイ デアが生まれるよう な機会を つく り ます。

● 地域企業や農林業など， 北区にある 身近な職業や， そこ で働く 人の暮ら し 方を 知り ， 視野を 広

げる機会を つく り ます。

● 大学や文化施設等での講座やイ ベント を 通じ ， 生涯にわたる学びや交流の機会を つく り ます。

『 もとまちもっちーチャンネル』
元町まつり 実行委員会

『 北区　 文化に親し む交流会』
日本の文化に親し む会

　 地域の有志が北区の茶道宗家（ 速水流

家元）と 共に北区の様々な資源と コラ ボ

し ， 北区が誇る“ホンマもん”を伝えるお

茶会を開催。 誰もが伝統文化と の距離感

を縮め， 地域に誇り を持って， 心豊かに

暮らせるまちづく りを目指さ れています。

　「 元町全員がお友達！」をテーマに，

元町学区の地域力を高める活動を実施。 令和2年度

は， コロナ禍で開催できなかった元町まつり に代え

て， 地域住民の皆さ んから 集めた様々な動画やクイ

ズをYouTube上で公開し ， 次年度のまつり に向けて

想いを温められています。

まちで既に取り 組んでいるこ と
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様々なスキルや趣味を

持つ人と つながるこ と で，

まち の活動の幅が広がり ，

まち の魅力が高まる かも

健康でいき いき と し た

生活が維持でき るかも

仕事や子育ても 一段落し ， 自分のため

に使う 時間が増えてく る一方で， 生活

基盤の変化や介護な ど に悩むこ と も

ある世代

こ れから 先の健康的な生活のために，

趣味を楽し みながら 元気に過ごし てほし い。

特技や経験をいかし ながら ， 新たな出会いを楽し んでほし い。

まちはそんな風に考えています。

趣味や特技を 楽し む

元気なシニアが増えて，

まち が元気になるかも

“ つながり ”が生まれると

まち に新たな居場所

や仲間ができ る かも

高齢世代1 と まちの

こ れから の“ つながり ”

も し も の時（ 災害時など）

にも 地域の支えがあっ て

不安なく 過ごせるかも

高齢
世代1
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『 紫竹ローマンクラブ』　
紫竹自治連合会

『 食をテーマと し た学びと 憩いの場づく り 』
ぐ ーたん

　 北区役所が主催する，

「 北区つな がる ワーク

ショ ッ プ 」 から 平成27

年度に 生ま れた 団体。

地域の高齢者と 若者が

料理づく り や食事を 共

にし ながら ， 交流すること を通し て地域で安心し

て暮らし 続ける環境づく り を目指さ れています。

　 こ れまで の経

験や趣味を いか

せず， 孤立し が

ち な 退職後の男

性を 対象に学区

内でゴルフ ， 麻雀， 料理など様々な趣味を

通じ た交流の促進を図り ， 地域活動に携わ

るきっかけをつく られています。

こ れまでの社会での経験や特技を

いかし た出会いを育めるよう に，

新たな居場所を つく り ます。

まちはこ んなこと に取り 組みます

多世代で対話する機会をつく ります

地域活動に関する豊富な知識や経験を

次世代に伝える機会をつく り ます

こ れまでの経験や地域に根付く 歴史・ 文化を

次世代に伝える機会をつく り ます

act ion

02

act ion

01

act ion

03

● 自身の長年にわたる社会での経験や趣味， 特技を いかせるよう ， N PO・ ボラ ンティ ア団体の活

動を 紹介し たり ， 地域活動に参加し たく なるよう なプログラ ムや仕組みを つく り ます。

● 地域活動への経験を 次の世代に伝えるためのサポート を 行います。

● 地形や危険箇所など， 地域に長く 住み続けている こ と で知り 得る 情報を 集積し， 地域の防災力

を 高めます。

● 自身の長年にわたる 経験や地域に根付く 歴史・ 文化についての知識等を 次世代に伝える 機会を

つく り ます。

● 生活上の様々な不安や悩みを 和ら げる交流の機会やネッ ト ワーク づく り を 進めます。

● 個食の解消を目指し た多世代が集う 居場所（ みんな食堂）を増やし ます。

高
齢
世
代
１

まちで既に取り 組んでいるこ と


